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上が回復してまいりました。しかしながら、2020年12月下旬から2021年１月にかけて

日本卸電力取引所（JEPX）において電力取引価格が高騰したことで、電力調達コスト

が増加し、利益が減少いたしました。 

CVC事業におきましては、第４四半期に投資先の１社である株式会社CLEARの全株

式を売却し、売上、利益共に増加致しました。 

また、販売費及び一般管理費において、新型コロナウイルス感染症の影響により、

広告宣伝費が想定より安価に出稿でき、旅費交通費、会議費等の経費も圧縮いたしま

した。 

その結果、売上、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益において、

2020年５月15日に公表いたしました業績予想を上回る結果となりました。 

（詳細は、本日発表の「2021年３月期決算補足資料」をご参照ください。） 

なお、普通株式にかかる期末配当金につきましては、１株あたり７円配当に変更は

ございません。 
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